
令和６年度 デジタルドリル活用実証研究事業 土佐町立土佐町中学校様式３

○主にデータを活用した事例（データの種類、頻度、支援の場面、方法等）

活用事例① 英語における文法理解度の確認と復習

① 成長している単元、していない単元を把握することで、授業や加力学習の改善に
活かすことができた。

② 各自の苦手とする課題を選定して取り組むことで、個別最適化ができた。

③ 家庭での実施状況を数値データとして把握することで、次の課題検討に活かすこと
ができた。

成果・効果

① 英語の補助教材として授業中や帯タイムに活用

② 理科において、県版学力調査の結果を踏まえた冬季休業中の課題

③ 生徒の実施状況の把握と分析

デジタルドリルを活用した取組概要

○主にデータを活用した事例（データの種類、頻度、支援の場面、方法等）

活用事例② 理科における個別最適化された家庭学習

２週間後に同じ単元をした結果、正答率が58％から50％に下がっている。
→定着していないので、授業改善に取り組む。

図１のような表を用いて、自分に必要な分野を
選択し、課題へ取り組んでいる。その後、図２の
ような結果を基に、今後の実力テストへ向けて、
強化すべき分野を検討した。

図１．課題選択表 図２．冬休みの宿題を実施した結果


